
市政だより

海上空港のある花と史跡のまち 昭和59年4月1日 Nu99n 一

ー人口の動き
(前月比〉

人口計 68， 753 + 49 
男 33，076 + 10 
女 35，677 + 39 

世帯数 20， 287 + 30 
3月T日現在

雪量 汗Z

(黒木小学校で)

昌切色白巴@田区e85S
-3月19日市内各小学校一

温和な真次君 活発な美由貴さんそして活気にあふれていだ美由紀さん

新校舎と一緒に入学してきた3人ガ在校生みんなと一緒に力いっぱい叡つだ校歌

「多良の深山の源の……いざや疋たえん白校黒木」を思い出に新しい出発の目です

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(代)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版株式会社
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春の全国交通安全運動

4月6日---15日
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。
親
が
教
え
る

自
転
車
の
ル
!
ル
と

新
学
期
を
迎
え
て
新
し
く
自
転
車

を
買
っ
て
も
ら
っ
た
子
供
た
ち
が
、

ま
だ
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
自
転
車
に

乗
っ
て
い
る
姿
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

自
転
車
を
持
つ
お
子
さ
ん
に
は
正

し
い
自
転
車
の

乗
り
方
を
教
え

て
あ
げ
、
ま
た
、

自
転
車
を
通
し

て
交
通
ル

l
ル

と
マ
ナ
ー
も
身

に
つ
け
さ
せ
ま

し
ょ
う

マ
ナ
ー

も
占
、
検
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

画
一
時
停
庄
で
安
全
を
確
認
す
る

「
一
時
停
止
」
の
標
識

(
標
示
)

の
あ
る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差

点
で
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
り
、

圃
体
に
合
っ
た

も
の
を
選
ぶ

足
が
地
面
に

届
か
な
い
自
転

車
を
買
い
与
え

る
の
は
危
険
で

す
。
サ
ド
ル
を

ま
た
い
で
、
両

足
が
完
全
に
地

面
に
つ
く
も
の

す

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

画
乗
る
前
に
必
ず
点
模
し
よ
う

O
ゃブレ
ー
キ
は
よ
く
き
く
か

O
ラ
イ
ト
は
つ
く
か

O
タ
イ
ヤ
の
空
気
は
入
っ
て
る
か

そ
の
ほ
か
、
ハ
ン
ド
ル
、
サ
ド
ル
、

ペ
ダ
ル
、
ブ
ザ
!
や
ベ
ル
、
反
射
器

材
、
チ
ェ
ー
ン
、
ネ
ジ
な
ど
の
具
合

左
右
の
安
全
を
し
っ
か
り
と
確
認
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

圃
大
型
車
の
巻
き
込
み
事
故
に
注
意

車
が
右
左
折
す
る
と
き
、
後
輪
は

前
輪
よ
り
も
内
側
を
通
り
ま
す
。
と

く
に
パ
ス
や
大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
そ
の

差
(
内
輪
差
)
が
大
き
い
の
で
、
自

転
車
は
交
差
点
の
近
く
で
パ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
と
並
ん
で
走
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う。

こ
の
ほ
か
、
お
子
さ
ん
が
自
転
車

に
乗
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

女
左
側
通
行
を
守
る

会
手
ぱ
な
し

運
転
、
二
人
乗
り
、
ジ
グ
ザ
グ
運
転

は
し
な
い
食
下
駄
や
サ
ン
ダ
ル
で

は
乗
ら
な
い

会

夜

間
、
反
射
器
材

、が・つい
て
い
な
い
・
自
転
車
に
は
乗
ら

O
家

族
!で

筒

、

i
i

お

年

寄

り

圃
お
年
寄
り
の
行
動
特
性
を
知
ろ
う

お
年
寄
り
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
に
気
を

つ
け
る
一
方
、
家
庭
で
は
、
家
族
み

ん
な
が
温
か
い
思
い
や
り
を
も

っ
て
、

お
年
寄
り
に
交
通
ル

l
ル
な
ど
を
教

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う。

お
年
寄
り
の
行
動
特
性

J

O
家
に
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
交

通
ル
1
ル
を
は
じ
め
か
交
通
環
境
。

に
つ
い
て
も
昔
の
記
憶
が
大
半
を
占

め
、
交
通
量
の
多
く
な
っ
た
現
在
の

状
況
を
実
感
と
し
て
つ
か
み
に
く
い
。

o自
分
の
考
え
を
変
え
に
く
く
な
り
、

() 

※市民交通傷害保険受付中 (生活環境課、各出張所で申し込んで ください)

な
い
女
自
転
車
は
、
必
す
決
め
ら
れ

た
場
所
に
駐
車
す
る

食

「
自
転
車

通
行
禁
止
」
な
ど
の
自
転
車
に
関
す

る
標
識
や
標
示
に
従
う
。

の

交
通
事
故

そ
の
た
め
他
人
の
注
意
も
素
直
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

O
視
力
、
聴
力
、
筋
力
な
ど
身
体
機

能
の
低
下
に
よ

っ
て
、
と
っ
さ
の
判

断
や
す
ば
や
い
行
動
が
と
り
に
く
い。

圃
親
し
み
ゃ
す
い
言
葉
で
耕
明
を

お
年
寄
り
の
交
通
安
全
音
識
を
高

め
る
に
は
、親
し
み
ゃ
す
い
言
葉
で
、

し
か
も
身
近
で
具
体
的
な
例
を
挙
げ

て
説
明
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

画
夜
間
の
外
出
に
は
明
る
い
服
装
を

お
年
寄
り
が
夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、
明
る
い
色
の
服
装
を
さ
せ
た

り
、
夜
光
反
射
材
を
ス
テ
ッ
キ
、
カ

バ
ン
な
ど
に
張
り
つ
け
て
く
だ
さ
い。

ま
た
、
夜
間
、

自
転
車
に
乗
る
の
は

危
険
な
の
で
、
な
る
べ
く
乗
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
夜
光
反
射
材
に

つ
い
て
は
交
通
安

全
協
会
(
包
③
9
8
8
9〉
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



水
処
理
施
設
を

し
て
く
だ
さ
い

ー
下
水
道
計
画
区
域
外
の
家
庭
j
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自
然
に
恵
ま
れ
、
祖
先
か
ら
受
け

継
い
だ
大
村
湾
も
、
私
た
ち
の
家
庭

か
ら
排
出
す
る
雑
排
水
(台
所
、
風

呂
、
洗
た
く
な
ど
の
排
水
)
に
よ
っ

て
、
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。

大
村
湾
は
閉
鎖
性
の
湾
で
、
汚
染

さ
れ
る
と
二
度
と
取
り
返
し
が
つ
か

な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
村
市
で
は
、
石
ケ
ン
使
用
の
推

進
と
と
も
に
、

公
共
下
水
道
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

4
月
1
日
か

ら
下
水
道
計
画
区
域
外
の
塞
庭
(
概

むおお市政だより(3) 

設
、
新
築
と
も
)
で
は
、
家
庭
雑
排

水
処
理
施
設
(
別
図
)
を
設
置
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
川
や
海
を
守
る
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
処
理
施
設
を
設
置
す
る
と

補
助
金
が
出
ま
す

補
助
金
額

放
流
型

(
川
や
側
溝
に
流
す
施
設
)

資
材
費
の
叩
%
(
最
高
1
万
円
)

※
総
工
事
費
は
約
5
万
円
で
す
。

大
清
掃
で
す

み
ん
な
で
美
し
い
大
村
に

邸内一川
曹

無
放
流
型

施
設
)

資
材
費
の
印
%
(
国
車
両
3
万
円
)

※
総
工
事
脅
一
は
約
日
万
円
で
す
。

申
込
・
間
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
公
害
係

(
土
の
中
で
処
理
す
る

雑排水処理施設の設置状況

qヂ
白

の

カ
や
ハ
エ
の
い
な
い
清
潔
で
美
し

い
大
村
を
つ
く
る
た
め
、
各
家
庭

・

町
内

・
事
業
所

・
団
体
で
、
次
の
要

領
で
春
の
大
掃
除
を
い
た
し
ま
し
土

〉つ。画
害
虫
、
か
発
生
し
な
い
よ
う

な
場
所
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
溝

・
排
水
路
の
清
掃
と
汚
泥
の
除

一点"'J""e/:K.-~…乞/d-' -~d-I;-.'0-.y<::K..''ð-e/一色/封切J河帯

えいる半割は い で
図 す 医ラ頃の合 、全ま高わ 避園高 J
は 。療謹は人でほ国す静が け民齢 3
字 費裏、たすぼで 。笹田 て医化 ?
ハは齢 5ちが 1065 社 ま にa 確花人 が 、人 歳 芸世 通療に }
実在に 65今に以 に界 れ費よ ;

の に会 l歳 301上進ー まのる 1
会 ?32z警合交 毛安 せ堪 i 
一一てh ロー ーア μ ん大 J 
国民僻康保陥 l は ) 

ti ・ ・ . ~ )ま=そのア= ) 
e 80医 でし S

対国民所得tt J.年 療 すた J 
電~度 費。場 S
近 22国 合 J
く82割民の R

65歳以上 |に%合 所 国 j
64歳以下 |な 、も得 民 {

~~ り9058に 医 1
ま年年対療 戸
す度度す費 3
0 は fi4るの ど

~.4 %国控 3
70年度 80年度 90年度 %が民計 J

c/l-円v ¥，..A)0."J¥.，..刀ヘrむ""('vc/l-へ，-，J";>ヘ" Vさへv J'"へj'~丹.""c/l-ヘ.JV字 引dοゎ

去
O
水
溜
り
や
溜
水
の
排
水

O
雑
草
や
ヤ
プ
の
刈
り
取
り

O
便
所
や
ご
み
箱
の
清
掃
と
薬
剤
散

布
O
室
内
の
整
理
整
頓
、
畳
の
日
光
消

毒
、
床
下
へ
の
薬
剤
散
布

圃
殺
虫
剤
を
有
効
に
使
い
ま

し
よ
う

市
に
は
カ

・
ハエ

・
ゴ
キ
ブ
リ
用

の
乳
剤

(
1
万
円
)
油
剤

(
3
5
0

0
円
)
と
ノ
ミ

・
ダ
ニ

・
ム
カ
デ
用

の
粉
剤

(
2
0
0
0
円
)
が
あ
り
ま

す。※
町
内
清
掃
で
出
た
汚
泥
は
市
で
処

理
し
ま
す
。
殺
虫
剤
は
町
内
ご
と

に
配
布
し
、
煙
霧
機
も
町
内
ご
と

に
無
料
で
貸
出
し
ま
す
の
で
、
町

内
単
位
で
生
活
環
境
課
衛
生
係
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

ご協力 くださし'1)下水道 (工事中ご迷惑をおかけしますが、熱意が伸ばす※住む人の
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納め忘れは
ありませんか
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@ 
ー
日
年
度
分
は

4
月
刊
日
ま
で
に
j

4
月
は
、
昭
和
同
年
度
分
の
締
め

く
く
り
の
月
で
、
日
年
4
月
か
ら
の

保
険
料
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

最
後
の
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
人
は
、

急
い
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

5
月
に
な
っ
た
ら
、
現
在
、
持
っ

て
い
る
日
年
度
分
の
納
付
書
で
は、

納
め
ら
れ
な
く
な
り
面
倒
な
ば
か
り

か
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
も
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ー
日
年
度
分
の

納
入
通
知
書
を
発
送

1

昭
和
印
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
納
入
通
知
書
を
4
月
日
日
に
発
送

す
る
予
定
で
す
。
届
か
な
か

っ
た
り
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
保
険
年
金
謀
年

金
係
ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

j
前
納
割
引
制
度
の

ご
利
用
を
j

4
月
お
日
ま
で
に
、
一
年
分
の
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
と
、
別
表

の
と
お
り
割
引
が
あ
り
ま
す
。

前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
納
入
通
知

書
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
お
近
く
の
出
張
所
ヘ
h

ね
い
で

く
だ
さ
い
。

保険料
を納める 前納保険 72.840円

人 割引 1 . 800円

付 記31l年聞の保険 79.440円
保を納険め 斗…ーι は;n rrA一二額Mlll m'門， ，I.J ~戸 2 0ハ日門
人 |割引 1 .920円

(昨年の大村公園)

J 
育てよう乗ろう守ろう

4月8日旧)・15日(日) 午後4時より

大村公園内屋外ステージ

※大村線

ろ予
穆
一私
一八ゆ
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大きく育て“ホルトノキ"
(% 浄水センターポンプ場)
市内の勤労青少年¥約60人ガ参加し、
;ボルトノキ20本を植樹。終了後、レワ1)
-工ーシヨンで楽しい時聞を過しましだ0
. 内門守宮巴湖、 乍 一 .~ー ーーーー主主 円 ' ノ.-

司'

(毎月 1日は長崎県少年の日)

ら 山川 口H 川 M 山口山山口口出川口日山口:口:山口:山山口:日召不日5併手4月1

』風凶
闘
刈
「

希
望
を
風
船
に
託
し
H

立
志
式
H

(

%

中
地
区
公
民
館
)

h

p

中
央
小
校
区
健
全
育
成
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
子
供
だ
ち
…

の

豊

か

な

成

長

を

願

っ

て

実

施

。

…

中
学
2
年
生
日
人
ガ
参
加
し
¥
風
船
巳
願
い
を
書
い
だ
手
紙
…

を
つ
け
て
¥
大
空
へ
と
飛
ば
し
ま
し
だ
。
:
:

市
役
所
な
ど
に
H

使
用
済
乾
電
池
入
れ
H

を
設
置
・
:

-

J

J
・-
:
J

i
'ハ師
、、

大
切
な
自
然
を
活
染
か
ら
(
寸
る
だ
め
¥
使
用
済
の
乾
電
池
ほ
…

.
幽
閉

ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
ず
に
各
家
庭
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
¥
…
f
m

，
¥
{

市
役
所
¥
市
立
病
院
¥
各
出
張
所
に
使
用
済
乾
電
池
入
れ
を
設
…

手

白
書

ー

4
;
 

置

し

て

い

ま

す

の

で

¥

ご

利

用

く

、

だ

さ

い

。

…

J
感

-・・園町;，-τ， 司唱園周

ーやお 4 ー
わたしたちの“緑"大切な“緑..(% 戸ーケード街) ム
萱瀬緑の少年団¥商工会議所青年部の協力を得て¥

街頭薯金を実施。道行く人lこ緑の大切さを訴え、九州電:
力から寄伺されだっつじなと、をプレゼントしましだ0..a

大村市連合婦人会生活展(%市民会館)・

作自の展示や農産物などの即売を行い、婦人会の活動状況:

をPRしましだ。
v 

たくましく心豊かに

む

※育て少年

おお市政だより(5) 



(6) 

H

Q

V

鵠
⑭
泊
四
叫
U

4
月
ワ
日
は
世
界
保
健
デ

l
一一

育
に
も
重
要
で
す
。
せ
め
て

3
か
月

ま
で
は
母
乳
で
育
て
る
よ
う
、
が
ん

b 

明
日
を
さ
さ
え
否

むお

子
供
の
笑
顔
|
|

い
い
も
の
で
す
ね
0

4
R
7日
は

「世

界
保
健
ア
」

こ
れ
か
ら
先
、
わ

た
し
た
ち
人
類
か
い

つ
ま
で
も
健
康
な
心

と
体
を
維
持
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
い
つ

の
時
代
に
あ
っ
て
も
、

次
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
健
康
で
あ
る
か
ど
』
っ
か
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

お市政だより

子
供
の
健
康
づ
く
り
は

妊
娠
中
か
ら

妊
娠
中
の
栄
養
の
取
り
方
は
、
お

母
さ
ん
ば
か
り
で
な
く
、
生
ま
れ
る

子
供
に
も
影
響
し
ま
す
。

例
え
ば
、
乳
歯
が
生
え
始
ま
る
の

は
生
後
6
1
7
か
月
ご
ろ
で
す
が、

土
台
と
な
る
ア
ゴ
の
歯
は
妊
娠
6
週

ご
ろ
に
、
4
幽
の
芽
H

と
な
る
も
の
は

2
か
月
ご
ろ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き
あ

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
妊
娠
4
1
5
か
月
ご
ろ

に
は
お
母
さ
ん
の
血
液
中
の
カ
ル
シ

ウ
ム
や
リ
ン
を
使
っ
て
、
石
灰
化
が

口山昭和59年4月1

始
ま
り
ま
す
。
妊
娠
中
は
、

お
腹
の

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
も
考
え
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
の
精
神
状
態
も

胎
児
の
発
育
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
妊
娠
中
は
、
休
養

や
睡
眠
を
よ
く
と
り
、
軽
い
運
動
な

ど
を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

母
乳
で
育
て
よ
う

母
乳
に
は
抗
菌
性

(雑
菌
に
対
し

抵
抗
力
を
も
た
せ
る
)
が
あ
り
、
母

乳
で
育
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
病
気
に

か
か
り
に
く
い
と
い
う
調
査
結
果
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
母
乳
を
飲
む
と
き
の
お
母

さ
ん
と
の
触
れ
合
い
は
、
精
神
的
発

子
供
の
健
康
は

大
人
が
つ
く
る

子
供
の
健
康
を
脅
か
し
て
い
る
も

の
と
し
て
、
ど
ん
な
も
の
が
挙
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。
汚
れ
た
空
気
、

添
加
物
の
多
い
食
品
・・・:・
。
し
か
し
、

最
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
子
供
た
ち
の

健
康
を
妨
げ
て
い
る
の
は
、
子
供
を

育
て
る
親
の
行
動
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
大
人
の
不
規
則
な
生
活
に
ふ
り
因

さ
れ
て
、
栄
養
の
偏
っ

た
食
事
を
さ

せ
ら
れ
た
り
、
睡
眠
不
足
に
陥
っ
て

い
る
子
供
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
供
と

一
緒
に
生
活
し
て
い
る
人
は
、

子
供
の
食
事
、
運
動、

睡
眠
な
ど
を

考
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子
供
の
健
康
を
守
る
1
1
1
そ
れ
は

同
時
に
大
人
自
身
の
健
康
を
保
つ
こ

と
で
す
。

風
し
ん
任
意
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

申
込
・
間
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

妊
婦
が
妊
娠
3
か
月
頃
ま
で
に
、

風
し
ん
に
か
か
る
と
先
天
性
異
状
児

(白
内
障
・
心
奇
型

・
難
聴
な
ど
)
が

生
ま
れ
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
風
し
ん
日
か
か
っ
た
こ
と

の
な
い
人
や
不
明
の
人
は
、
妊
娠
前

に
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
を
し
て
お

き
d
キ
ナ
し
ょ
p

フ
。

対
象
と
な
る
人

市
内
に
住
ん
で
い

る
初
歳
以
上
の
女
性

料
金

自
己
負
担

接種病院名 電話

中央 産婦人科 ②3850 

長野病院 ③1123 

福田産婦人科 ②6124 

後藤産婦人科 ②6015 

大野婦人科内科 ⑤4450 

桝 本医院 ⑤8355 

41司の目雌・祭目当語躍を饗要
3月15日号でお知らせした I4月の保健カレンダ-J中、都合により日曜 ・祭日当番医を次
の通り変更します。

29日|当番医

(土・祭)¥ (内)藤井内科 東本町宮②3878

(整)橋口整形外科 竹松本町宮⑤8739

当番医

(内・皮)寺井医院 玖島町宮②3574

(耳・鼻・咽・喉)下山耳鼻咽喉科 原口町宮⑤0648

母の手で良い水残そう※子のために
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探ゆ曲師と紗鵬紬卿

むおお市政だより(7) 

自司しユ犬は、 l年にI回の登録と6か月ごとの狂犬病予防注射を受け

るよう義務づけられています。

対象 :生後91日以上の犬

手数料 頭につき3.310円

お願い :当日は受付が混雑し ますので、つり銭のいらないようご協力

くださし」

犬は丈夫な鎖などでつないできてく ださし〉。

人をかむ恐れのある 犬は、必ず口輪をつけてきてくださし〉。

登録と注射が済んだ犬には、首輪に鑑札をつけてください。

月 日 実 方主 場 所 実施時間 月 日 実 施 土着 所 実 施時間

4 / 9(月) 大 キす 市 f生J 所 10: 00 ~ 15 : 00 4/14仕) 植 キ公 公 民 館 9:40~ 11 :00 

Aブ、 キす 公 民 館 1O : 30~ 1O :4 5 16伺) 中地 区 公 民館 1O :00~ 1 5 :00 

j幕 陸 公 民 長官 11: OO~ 11 : 15 重井田 (今里伸作宅前) 1O :00~ 10:20 

lO(火) j甫 出 張 所 11: 25~ 11: 50 野 岳湖バ ス 停 10: 30~ 11: 00 

西 音日 公 民 長官 13 :40~ 14: 00 17伏) 東 光 寺 公 民 館 11: 15~ 11: 30 

陰 平 下公民 館 14 : 10~ 14:30 松 原 出 張 所 13: OO~ 14: 00 

平小 )11(佐 藤 宅前 ) 10:00~ 10: 30 武留路 公民館 14 : 1O~ 14:30 

鈴 田 出 張 所 1O :40~ 11: 00 18(ポ) 竹 ネ公 出 張 所 10: 00 ~ 15 : 00 
1H水)

上 久 原 公 民 館 13:00~ 14: 30 黒 木 パ ス終 点 10: OO~ 10: 15 

椎 j也 公 民 館 14: 40~ 15: 00 黒 木小学校下 10: 25~ 10: 50 

寿 古 公 民 自官 10: OO~ 11: 00 久良原公 民館 11 : OO~ 11 : 20 
19(村

12(木)
福 重 出 張 所 11: 1O~ 12 : 00 立主さヨ j頼 出 張 所 1 3 :00~ 13: 30 

立福 寺 パ ス イ亭 13:10~ 13:30 南 川内旧分校下 13:40~ 13: 50 

富の原 2丁目 公民 館 13: 40~ 14:40 宮 代 公 民 館 14:05~ 14:40 

微 神 ~邑乙. 広 土暴 9:30~ 10:00 農協萱 j頼第 1支 所 14: 50~ 15: 20 

諏 言方 公 民 館 10: 1 5~ 11 :50 20働 大 キt イ呆 健 所 10: OO~ 15: 00 
13佳)

j控 公 主官 21(士) 上諏 訪 公 民 館田 民 13: 10~ 14: 00 10: OO~ 10: 30 

堺 岡I 公 民 長官 14:10~ 14:30 ※12:∞'"'-'13: 00は休みます

⑧
⑧
⑮
・
⑧
⑧
⑨
⑧
に

牛
現
な
ど
を

差
し
上
げ
ま
す

妊
娠
し
て
い
る
人
や
お
産
直
後
の

人
お
よ
び
赤
ち
ゃ
ん
に、

母
と
子
の

栄
養
強
化
の
た
め
、
午
乳
や
粉
ミ
ル

ク
・
マ
マ
ミ
ル
ク
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
寸
。

牛
乳
は
家
庭
配
達
し
て
も
ら
え
る

牛
乳
販
売
屈
で
、
粉
ミ
ル

ク
・
マ
マ

ミ
ル
ク
は
市
が
委
託
し
て
い
る
薬
局

で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
人

前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世
帯
の

妊
産
婦
お
よ
び
乳
児

(生
活
保
護

世
帯
を
含
み
ま
す
)

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
・
母
子
健
康
手
帳

申
込
・
間
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
粉
ミ
ル
ク
・
マ
マ
ミ
ル
ク
は
、
若

干
の
個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

清掃センターへ※営業から出るゴミは



領
組
合
。
《
W
Aね
多
⑩

j

f

〉
目
の
不
自
由
な
人
に

…

声
の
本
を
届
け
る
j

…

大

村

点

訳

朗

読

奉

仕

の

会

…

(8) 

ろ
ん
、
家
族
の
皆
さ
ん
も
喜
ん
マ
い

ま
す
。
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
人

は
保
護
課
厚
生
係
へ
、
お
気
軽
に
ご

相
談
〈
だ
さ
い。

放
課
後
の
学
童
保
育
所

入
所
児
童
を
募
集

対
象
と
な
る
児
童

共
働
き
、
父
子
・母
子
家
庭
の
カ
ギ

ッ
子
で
小
学
1
年
生
1
3
年
生

時
間

下
校
時
1
午
後
5
時
却
分

※
日
曜
日
、
祭
日
は
休
み
で
す
。

場
所

土
木
課
車
庫
管
理
人
室

(中

地
区
公
民
館
隣
)

受
付

学
童
保
育
所
で
常
時
受
付
中

間
合
わ
せ
先

品工星
保
育
父
母
の
会

(宮
③
3
5

2
5大
浦
、
③
2
8
6
0
浜
田
)

福
祉
の
ひ
否
路

らむ

ねたきりのお年寄りに

合@窃さ3苛を
~ねたきり老人
入浴サービス~

IDW@)匂認と

そ
ん
な
お
年
寄
り
の
た
め
に

「ね

た
き
り
老
人
入
浴
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
毎
週
、

火
曜
日
と
金
曜

日
に
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
慈
恵
荘

の
特
別
浴
槽
で
入
浴
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
慈
恵
荘
へ
の
送
迎
は
リ
フ

ト
パ
ス
で
行
い
、
料
金
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

「今
ま
で
何
か
月
も
風
呂
に
入
っ

と
ら
ん
や
っ
た
ば
っ
て
ん
、
こ
こ
の

風
呂
に
入
れ
て
も
ろ
う
て
、
本
当
に

さ
っ
ぱ
り
し
ま
し
た
」
と
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
お
年
寄
り
は
も
ち

お

福祉センター)

お

会
員
に
苦
労
話
を
を
尋
ね
る
と

「
聞
け
る
テ
ー
プ
を
作
る
た
め
に

は
、
ア
ク
セ
ン
ト

・
音
量

・
ス
ピ

ー
ド
な
ど
気
を
つ
け
て
い
る
ん
で

す
け
ど
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

朗
読
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
朗
読
す
る
本
と
し
て
は
、

歴
史
物
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
が
多
い

と
か
。
こ
う
し
て
完
成
し
た

テ
l
プ
は
月
2
回

「声

の
市
政
だ
よ
り
」
と

一

緒
に
届
け
ら
れ
、
受
け

取
っ
た
人
は

「と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
宣
口ん
で
い
る
。

点
訳
朗
読
奉
仕
の
会

で
は

「も
っ
と
多
く
の

人
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
し
、
そ
れ
に
ど
ん
な

も
の
を
聞
き
た
い
か
要

望
な
ど
も
ど
し
ど
し
出

し
て
く
だ
さ
い
。
私
た

ち
も一

生
懸
命
、
頑
張

り
ま
す
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

大
村
点
訳
朗
読
奉
仕
の
会
は
、

自
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

汐グ

ル
ー
プ
声
。
と
し
て
、
朗
読
テ
ー

プ
を
作
っ
て
い
る
。

夜
遅
く
ま
で
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
に
取
り
組
み
、
毎
月
第
1
日
曜

日
に
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
り
、

研
究
会
を
開
い
て
い
る
。

市政だより

午後 1 時~ 3 時

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
で、

塞
庭

の
事
情
に
よ
り
風
自
に
入
る
機
会
に

恵
ま
れ
て
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

※耳とことばの相談日 (4月21日(土)

講座名 開設 B 時 講師〈叡祢略〉

囲 碁
第 1 ・3水曜日

堀川 政雄
13: 00-15: 00 

.ヲ

第 1 ・3木曜日L-
書 道 長岡 方子
ん 10: 00-12: 00 

な 俳句
第 1 . 3土曜日

三R松 勇 |
9 : 00-12 : 00 

講 茶の湯 第 2・4水曜日 高以良綾子
座

9 : 30-12: 00 

第2・4木曜日30 本竹良子
ガ
民踊

10 : 00 -11 : 

あ 詩ち
第 2・4金曜日

杉田初次郎9 : 30-什:30 

り
生け花

第2・4土曜日
指方クマ

ま 9 : 30-什 :30 
第 3火曜日

今松里宋再=j自青日す 盆裁 1 3 : 30-15 : 30 

郷土史
第4土曜日

大村史談会13: 30-15: 00 

老人福祉センター(西三域町・

総合福祉センタ-2階〉では、い
ろんな講座を開いています。お気

軽にご参加ください。

申込先:老人福祉センヲ一事務室

山川:山:

t:~.... ~ 



り 口口山川

暗

2
2
2
E
Z号
、
母
語
草
苦
言

E
H単語
3
3
F
1

P

ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
高
齢
化
社
会

対
策
と
青
少
年

開
発
の
一
環
と

し
て
、
三
世
代

聞
に
よ
る
ゲ
ー

ト
ボ

1
ル
大
会

大
村
地
区
予
選

会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
日
時5
月
6
日
制

午
前
9
時

場
所大
村
市
農
協

グ
ラ
ン
ド

参
加
で
き
る
人

男
性
H
4
月

2
日
現
在

で
臼
歳
以

内閣総理大臣杯・三世代愛漂

白田O!Û~[þ成。Uらお8
大村地区予選会出場チームを募集

むおお市政だより(9) 

上
の
人

女
性
H
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

子
供
H
4月
2
日
現
在
で
中
学
生

以
下
。
男
女
は
問
い
ま
せ
ん

登
録
お
よ
び
競
技
者

ー
チ
ー
ム
監
督
を
含
め
8
人
(
う

ち
女
性
2
人
、
子
供
2
人
)

審
判
員

1
チ
l
ム
1
人
(
選
手
を

兼
ね
て
も
結
構
で
す
)

参
加
料

1
チ
!
ム

2
0
0
0
円

※
盟
主
人
会
は
1
チ
ー
ム

5
0
0
0

円
、
全
国
大
会
は
別
途
規
定
に

よ
り
決
定
し
ま
す

県
大
会
、
全
国
大
会
出
場
資
格

上
位
8
チ
!
ム
が
県
大
会
へ
出
場

県
大
会
優
勝
チ
1

ム
が
全
国
大
会

へ
出
場
で
き
ま
す

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
(
青

年
会
議
所
に
あ
り
ま
す
)
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

4
月
刊
日
開

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
青
年
会
議
所
千
筋
杭
出
津

1
丁
目
川
、
宮
②
6
3
9
1
)

@官一

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
受
付
中

受
付
期
限

5
月
旦
日
同

登
録
の
条
件
。
日
常
活
動
が
で
き
る

範
囲
内
で
位
帽
成
し
て
く
だ
さ
い

0
単
一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き
な

い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体
と
合

併
し
て
登
録
が
で
き
ま
す
(
た
だ

し
、
部
分
的
に
複
数
の
少
年
団
に

登
録
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
)

O
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
野
球
・
バ
レ

ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
へ

の
出
場
は
登
録
し
て
い
る
人
の
み

出
場
で
き
ま
す

0
締
切
後
の
登
録
お
よ
び
追
加
登
録

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
転
入
生
は
追

加
登
録
が
で
き
ま
す

登
録
料

無
料

登
録
・
調
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま
す
。

5
月
四
日
・
初
日
の
少
年
野
球
大

会
に
出
場
す
る
団
は
、
野
球
大
会

出
場
申
し
込
み
と
同
時
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い

第
叫
回
少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
間
目
的
1

加
日
制

場
所

市
営
費
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
四
日
回
午
後
2
時

チ
l
ム
編
成
・
対
象

1
チ
!
ム
日
人
以
内

小
学
生
の
部
H
4
1
6
年
生

中
学
生
の
部
H
学
年
は
問
い
ま
せ

ん※
い
ず
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。
チ

ー
ム
編
成
が
困
難
な
少
年
団
は
、

隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
お
日
∞

申
込
・
間
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

抽
選
会

5
月
ロ
日
出

午
後
2
時

第
7
会
議
室
(
別
館
4
階
)

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
応
急

処
置
の
み
行
い
、
主
催
者
は
一
切

の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん。

桜
ま
つ
り
卓
球
大
会

4
月
日
日
同

午
前
9
時
却
分

場

所

市
民
体
育
館

種
目

中
学
男
子

・
中
学
女
子

・
一

般
男
子
A
・
一
般
男
子
B
・
一
般

女
子

・
婦
人

・
壮
年
男
子
(
お
歳

以
上
)
・

ベ
テ
ラ
ン

(
必
歳
以
上
)

の
各
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料
中
学
生
H
3
0
0円

一
般
H
4
0
0
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す

申
込
先

市
内
各
ス
ポ
ー
ツ
庖

申
込
期
限

4
月
日
日
附

※
参
加
者
は
必
ず
ゼ

ッ
ケ
ン

(お
×

団
側
)
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

日
時

第
竹
田

オ
リ
工
ン
テ
|
リ

ン
グ
大
会
成
積

3
月
4
日、

1
1
0組
が
参
茄
し

て
福
重
小
学
校
を
出
発
、
野
岳
湖
の

ゴ
l
ル
を
目
指
し
て
行
わ
れ
ま
し
た。

成
積
は
、

次
の
通
り
で
す
。

A

コl
ス

(
一
般

・
高
校
生
)

①
吉
崎
達
也
組

②
相
川
幸
敏
組

③
松
本
雅
則
組

B

コ
l
ス

(
中
学
生
)

①
出
口
雅
浩
組
②
石
橋
正
弘
組

③
山
口
雄
司
組

C
コ
l
ス

(家
族
組
)

⑦
横
野
孝
司
組
②
石
口
秀
子
組

③
山
口
基
義
組

福祉センター)午前 9時~午後3時(毎週月・水・金曜日

申
揚i
空区
y盆
3 t:E ~ 

;露

民
族
舞
踊
講
習
会

メ
キ
シ
コ
舞
踊
を
中
心
に
、
初
心

者
向
け
の
講
習
を
行
な
い
ま
す。

日
時

4
月
日
日
附
・
四
日
附

・
お

日
附
午
後
7
時
1
9
時

場
所
中
地
区
公
民
館

対
象

一
般
成
人
田
安

主
催

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

受
講
料
無
料

間
合
わ
せ
先

大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

(合
⑤
8
0
1
1
松
本
)

※心配ごと相談所
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お

謂手芸

(シャスターデージ 〉

b むお市政だより

電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

4
月
日
日
附

午
後
1
時
却
分

場
所

市
役
所
第
2
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
っ
て
く
る
も
の

印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

物
件

(
大
村
局
)

④
1
2
2
7

④
4
3
7
2
 

③
1
2
0
5
③
8
2
7
3
 

③
0
5
0
1
 

昭和59年4月1

間
合
わ
せ
先

税
務
課
収
納
係

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
3
月
幻
日
現

在
で
し
て
い
ま
す
。
公
売
開
始
ま

で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
八
ム
売
を
中
止
し
ま
す
。

第

5
回
大
村

花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
間

4
月
7
日
出
1
8
日
制

場
所

F
F
広
場
(
市
立
図
書
館
横
)

催
し
も
の
O
カ
ラ
オ
ケ
大
会

O

チ
ピ
ッ
子
カ
ラ
オ
ケ
大
会

o
映
画
「
イ
ル
カ
と
少
年
」

O
舞
踊

・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

O
航
空
券
抽
選
会

O
花
の
コ
ン
テ
ス
ト
、
花
の
相
談
コ

ー
ナ
l
、
展
示
即
売
会

o
出
庖
(
焼
と
り
、
う
ど
ん
な
ど
)

間
合
わ
せ
先

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部

(包
③
4
2
2
2
)

川炉
ハお
F

吋
恭
一
-
FLωqdv

納
付
手
続
き
を
受
付
中

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
申
告
・

労
働
保
険
料
は
、
事
業
主
の
皆
さ

ん
が
自
主
的
に
申
告
、
納
付
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
容

O
昭
和
団
体
主
度
確
定
申
告

o
昭
和
問
年
度
概
算
申
告

・
納
付

期
限

5
月
日
日
附

間
合
わ
せ
先

県
労
働
雇
用
保
険
課
(
宮
長
崎

⑫
0
6
9
4
)、長
崎
労
働
基
準

局

(
宮
長
崎
⑩
6
3
4
3
)

、，
官
目
且
晶
、

4

浪
F
4
拘
B
V
設
MY
叫
M
F
拘
p-
治
P
羽
p-
設
庁
4
決
n
r
決

P
旨
pd
持
p
a設
戸
迅
t
v
民
E
F
潟
グ
狗

P
設ぽ
γ
持

P
円
H
P
S
F
4
持
B
r
設立
γ
山
E
F
拘
z
r
ぬ
p
e
治ぽ
γ
見
抽
F
拘
E
r
治局
γ
塙
M
F
抱
苦
F

込柑
γ

込
M
F
$
t
r
治
P
持
E
r
$
F
設局
r
持

P
塙
M
F
ヤー

…

…

閥

均

一

お

り

瀞

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

マ

詞

軒

町

川

人

日

泉
の
里
一

マ
明
石
好
(
坂
口
町
)
慈
恵
荘
へ
3

マ
板
橋
潤
(
木
場
1
丁
目
)
泉
の
印

《
香
典
返
し
》

敬
称
略

w

万

円

里

へ

冷

凍

卵

m

k

m

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
花
満
(
杭
出
津
3
丁
目
)
慈
恵
荘
マ
寿
々
木
松
子

(西
本
町
)
泉
の
W

マ
清
水
信
子
(
池
田
1
丁
目

・
亡

へ

花

束

9
束

里

へ

菓

子

6
箱

一

一

夫
等
)
金
一
封
マ
永
田
伝
(
協
和
町
)
慈
恵
荘
へ
イ
マ
出
口
定
(
小
路
口
町
)
泉
の
里
V

マ
川
上
シ
カ
(
古
町
1
丁

目

・

亡

ワ

シ

お

均

ほ

か

へ

み

か

ん

1
箱

市

夫
森
雄
)
5万
円

マ

士
口
賀
利
雄
(
平
小
川
郷
)
慈
恵
荘
マ
鈴
木
理
容
院
リ
泉
の
里
へ
理
髪
一
一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
荷
詫

へ
み
か
ん

m
h

奉

仕

官

マ
明
石
好
(
坂
口
町

・
亡
父
巳
之
マ
井
手
要
(
立
福
寺
郷
)
慈
恵
荘
ヘ
マ
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
泉
の
間

作
)
慈
恵
荘
へ

5
万

円

み

か

ん

m
k

里
へ
歌
謡
慰
問
ほ
か
一
日

マ
松
尾
満
雄
(
木
場
2
丁
目

・
亡
マ
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
慈
恵
荘
マ
県
共
同
募
金
会

・
N
H
K
・

長
補

妻
ア
サ
エ
)
泉
の
里
へ

5
万

円

へ

ト

マ

ト

6
岡

崎

新

聞

社

H
泉
の
里
へ
カ
ラ
オ
的

こ
と
ば
の
教
室
・
あ
お
ぞ
ら
教
室

マ
佐
世
僅
化
王
製
品
販
声
向
日
鈴
田
ケ
1
台

ほ

か

緋

へ

の
里
山
子
園
へ
洗
剤
ほ
か
マ
天
理
教
玖
島
分
教
会
H
泉
の
里
向

マ
本
川
ヨ
シ
エ
(
玖
島
郷

・
亡
夫
マ
福
田
商
庖
(
古
町
2
丁
目
)
鈴
田
へ
羊
易
の
つ
く
ろ
い
ほ
か
都

治
平
)
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
ー

の
里
学
園
へ
掛
時
計
1
個

マ

鈴

田

の

里

学

園

川

泉

の

里

へ

み

w

台
ほ
か
(
叩
万

円

相

当

)

マ

偏

旭

物

産

(

協
和
町

)

鈴

田

の

里

か

ん

却
同
ほ

か

的

福
祉
基
金
へ

学
園
へ
掛
時
計
1
個

マ

水

田

伝

(

協

和

町
)
泉
の
里
へ
官

マ
寺
井
志
郎
(
原
口
町
・
亡
母
ハ

マ
側
九
州
物
産
(
水
、
王
町
2
丁

目

)

イ

ワ

シ

O
K
ほ

か

向

ル
)
叩
万

円

鈴

田

の

里

学

園

へ

掛

時

計

1
個
マ
大
村
民
踊
愛
好
会
火
曜
会
リ
泉一一

《
一
般
寄
付
》

謀

略

マ
今
川
商
庖
(
苦
津
1
丁

巳

鈴

の
里

へ

民

踊

慰

問

ほ

か

吋

田
の
里
学
園
へ
掛
時
計
1
個

マ

ニ

ュ

!

大

村

歌

謡

研

究

会
日
泉一一

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
露
清
正
(
久
原
団
地
)
鈴
田
の
の
里
へ
み
か
ん
泣
ほ
か

m

A

マ
永
田
チ
サ
(
本
町
)
叩
万
円
里
学
園
へ
和
ダ
ン
ス
1
悼

ほ

か

マ

井

手

・

和

量

産

品

富

市

M

マ
中
村
奈
々
(
玖
島
郷
)
2
千
円

、
/

へ

理

髪

奉

仕

一

一

ず
山
下
医
療
器
械
M
大
宮
業
所

b
m
j汁
山

マ
黒
川
鉄
雄
(
苦
津
2
丁
目
)
中

四

一

向

日
5
千
円

-
-
寸

ju洲
市
ヘ
、

家
庭
奉
仕
員
派
遣
世
帯
へ
紙
オ
附

叫
社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

¢

民

会

計
十ル

ム

ツ

湖

枚

ほ

か

的

説
マ
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)
大

刈
，
つ

J1h
J土
川

老
人
大
学
修
了
者
へ

袖

一
一
村
子
供
の
家
へ

1
万
1
8

9

2

(

一
/
/祖
ヂ
伊
川

マ
馬
場
恵
峰
(
東
彼
杵
郡
波
佐
見
開

恥

円

く

i

町
)
揮
豪
色
紙
1
0
0
枚

ザ

ヰ
需
要
震
災
叫
要
事
E

震
毒
事
E

毛
主
E

渓
吋
芸
震
災
町
長
要
震
災
刷
、
災
町
長
震
災
叫
芸
誌
叫
長
i
H
F

司
王
浜
町
震
災
町
浜
町
需
要
需
要
需
要
託
町
延
町
天
町
バ

C) 
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